
90ドルを挟んで上値の重い展開
NY原油先物相場は、1バレル＝90ドルを挟んで売買が交錯する展開になった。週前半は、サウジアラビ

アがホルムズ海峡経由の原油輸出を強化するとの観測、攻撃を受けて停止していた東西パイプラインの

稼働再開の報道を掛かりに、88.67ドルまで下落した。しかし、イエメン武装組織フーシ派がサウジア

ラビアの首都リヤドの「重要目標」、紅海沿岸都市ヤンブーの石油関連施設を攻撃したと伝わると、

96.78ドルまで切り返している。ただし、週末にかけては米国とイランが段階的な停戦合意に向けて協

議を進めていることが材料視され、92ドル台中盤まで再び軟化している。

中東情勢に一喜一憂する不安定な地合が続いている。供給リスクの評価が極めて難しく、ヘッドライン

に左右されて乱高下を繰り返している。9月15日の106.75ドルで上昇が一服した感があるものの、80

ドル台では押し目買いが入り、2週連続で下落したものの、週中盤には大幅に切り返すなど、不安定な

値動きが続いた。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（9月18日時点）は、原油が前週比297万バレル増、ガ

ソリンが169万バレル減、石油精製品が43万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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中東情勢次第で不安定、米国とイランの停戦合意期待だと軟化
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【展望】

中東情勢に依存する不安定な地合が続く。米国とイランの間

で停戦合意が実現するとの期待感が強まると、80ドル台中盤

まで軟化する可能性がある。両国の間で間接協議が複数回行

われた模様であり、段階的な停戦合意が目指されていると各

種メディアで報じられている。ただしトランプ米大統領は9

月25日、イランが提示した7日間の停戦案を拒否し、11月の

米中間選挙後にイランへの攻撃を再開する考えを側近に伝え

たと報じられている。実際に合意が可能なのか、合意が実現

したとして、それを維持できるのかは不透明だ。仮に協議決

裂となった場合には、逆に90ドル台中盤から後半を試す可能

性がある。

サウジアラビアが、原油出荷体制の強化を進めていることは、

原油相場に対してネガティブ。ホルムズ海峡ではシャトル輸

送を強化し、オマーン沖で大型タンカーへの積み替えを行っ

ている模様だ。また、東西パイプラインの稼働再開を受けて、

徐々に欧州向け出荷も再開される可能性が高い。サウジアラ

ビア産原油の供給体制が強化されると、原油相場は徐々に90

ドル割れ定着を試す展開になろう。

ただし、イエメン武装組織フーシ派の活動は引き続き活発で

あり、突発的な供給障害が発生するリスクも低くない。改め

てサウジアラビアの東西パイプラインの稼働停止、石油関連

施設に大規模な損害が発生、タンカーに対する攻撃といった

動きが報告されると、供給不安の織り込みが原油相場を大き

く押し上げる可能性も残されている。徐々に値位置は切り下

がる傾向にあるが、上下双方への大きな振れ幅を想定してお

く必要がある。前週と同様に、中東情勢関連のヘッドライン

に振り回される展開が続く見通し。
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